
      

 

リアルチャンピオンシップ選抜 

全真カップ 全関西空手道選手権大会 2022 
１．主催：全真空手道連盟 全真会館 

２．開催日時 

      令和４年６月２６日（日）受付：午前９時 午前１０時第 1部試合開始（予定） 

      ※コロナウィルス感染予防のため、参加人数により 2部制または 3部制予定 

      ※コロナウィルス感染予防のため、付き添い入場規制、セコンド規制する場合あり。 

      ※大会スケジュール等は申し込み締め切り後、後日詳細発表 

３．会場 

  大阪市中央体育館（丸善インテックアリーナ大阪） サブアリーナ（試合会場）柔道場（控え） 

（〒552-0005 大阪市港区田中３－１－４０ ☎０６－６５７６－０８００） 

（地下鉄 中央線「朝潮橋」駅下車、②番出口より徒歩３分） 

４．参加費 

    ６，０００円（保険代込）※大会出場にあたり感染予防承諾書提出となります。（後日発表） 

    ※申し込み後、参加費の返金は試合が成立しない場合を除き、返金はできません。 

    ※申し込み後、コロナウィルス感染拡大のため大会が中止になった場合は全額返金いたします。 

     ※一般・マスターズで GKと FKルールダブルエントリーの場合は８，０００円となります。 

５．申込締切 

    令和４年５月１４日（土）必着（現金書留にて諸流派団体単位で下記住所へ郵送おねがい

いたします。個人（フリー）での申し込みはお断りいたします。） 

６．申込先（大会運営事務局） 

    全真会館大会実行委員会 〒460-0011 愛知県名古屋市中区大須２－１０－４５－2 階 

全真会館中部本部内 電話：052－908－9578 

７．試合形式（トーナメント方式。人数によりワンマッチになる場合あり。） 

   ※新型コロナウイルス感染予防のため、ジュニアクラスはマスクまたは飛沫防止フェイスシ

ールド着用（金面（またはプラスチック面）有のヘッドガードは使用できません。面を外

して使用おねがいします。その場合はマスク着用です。） 

   ※一般・マスターズはマスク着用で試合を行います。 

 ●幼年から中学生までの男女によるフルコンタクト空手ルール 

    ※ルールはリアルチャンピオンシップルールに準じます。 

（つかみ・ひっかけ無。上段膝蹴り無 膝蹴りはボディのみ有効） 

●一般・マスターズクラスのルールは 2種類です。 

（一般・マスターズクラスは GK・FKルールダブルエントリー可能） 

A:全真ＧＫ（掴みありカラテ）ルール【片手による一瞬の掴みまたは、ひっかけあり。】 

（上段膝蹴りは一般男子上級のみ。） 

B：全真ＦＫ（フルコンタクトカラテ）ルール【掴み、ひっかけ無し。】 

（上段膝蹴りは一般男子上級のみ。） 



８．試合時間 

①ジュニアの部：（予選）本戦 1分 30秒→延長 1分（最終延長戦マストシステム） 

（ベスト４より）本戦 1分 30秒→延長 1分→再延長 1分（最終延長戦マストシステム） 

②マスターズの部：本戦 2分→延長 1分（最終延長戦マストシステム） 

③一般の部：本戦 2分→延長 2分→再延長２分（最終延長戦マストシステム） 

 

９．クラス 

   ①ジュニアの部 ※白帯は出場可能。ただし責任者の許可を得たものに限る。 

（初心クラスは２級まで。初中級・選抜クラスは黒帯まで出場可。） 

●初心クラス 幼年から中学生までの男女 

（R５年 1 月１５日開催第８回リアルチャンピオン決勝大会出場権対象外クラスです。） 

     （出場規定）初出場または決勝大会のある初心クラスで、優勝経験の無い選手 

優勝している選手は初中級クラス以上へエントリーして下さい。           

※実力がある場合は上のクラス出場してください。 

●初中級クラス 幼年から中学生までの男女 

（R５年 1月１５日開催第８回リアルチャンピオン決勝大会出場権対象クラスです。） 

     （出場規定）リアルチャンピオンシップ決勝大会出場権利獲得経験のある選手は不可。

その他中級相当クラスで、入賞経験のある選手は選抜クラスへエントリー

して下さい。 

    ●選抜クラス 幼年から中学生までの男女 

（R５年 1月１５日開催第８回リアルチャンピオン決勝大会出場権対象クラスです。） 

 

②マスターズの部（年齢別【35歳～39歳・40歳～49歳・50歳～59歳・60歳以上】・ 

・女子（体重別【５５キロ以下・５５キロ超】） 

・男子（体重別【７５キロ以下・７５キロ超】） 

 ●マスターズ初級クラス（ヘッドガード・胴プロテクター任意装着 ） 

     （出場規定）2級までで、大会実績なく、大会経験も少ない。 

    ●マスターズ中級クラス（ヘッドガード任意装着 ） 

     （出場規定）2級までの道場生対象 

    ●マスターズ上級クラス 

     （出場規定）2級以上の道場生対象※道場長の許可あれば下の級でも出場可 

③一般の部 

・女子（高校生以上 体重別【５５キロ以下・５５キロ超】） 

・男子（高校生以上 体重別【７５キロ以下・７５キロ超】） 

●一般上級クラス 

     （出場規定）１級以上※道場長の許可あれば下の級でも出場可 

 ●一般中級クラス 

     （出場規定）2級まで 

 ●一般初級クラス（ヘッドガード任意装着） 

     （出場規定）３級までで、高校生以上の年齢から入門して大会実績なく、大会経験も 

少ない。 

 



１０．ルール防具規定（全真会館大会サイト参照） 

※今大会は感染予防のため防具の貸し出しはありません。 

１１．新型コロナウィルス感染予防のための注意事項、詳細は後日発表。 

１２．大会案内・申し込み用紙は、下記ホームページよりダウンロードできます。 

全真会館大会公式サイトより 

https://karateagcl.wixsite.com/karate-agcl 

 

リアルチャンピオンシップ公式サイト 

ジュニア空手 リアルチャンピオンシップ (karaterealchampionships.com) 
 

リアルチャンピオンシップとは各予選大会の上位入賞者で行われるチャンピオン決定戦 

〔掴みひっかけなしのフルコンタクト空手ルール〕 

「公平な判定」・「応援マナーの徹底」・「選手の輝ける舞台」をコンセプトに開催 

出場権利獲得の基準について 

出場権利獲得の詳細は下記の通りです。 
大会権利獲得は 1 クラスエントリー人数により左右します。 

1 クラスのエントリー人数が 12 名以上の場合→ベスト 4 まで出場権がある。 
1 クラスのエントリー人数が 4 名以上 11 名以下の場合→優勝、準優勝者まで出場権がある。 
1 クラスのエントリー人数が 3 名以下の場合→優勝のみ出場権がある。 

クラスは体重別の有無にかかわらず上記の選手が権利獲得者とする。 

初級クラスなどのクラス分けを行っている場合、初級クラスは優勝者のみ出場権を獲得できる。ただし初級、中級、上級

など 3 クラスに分かれている場合は上級クラスの一つ下のクラスの優勝者のみ権利を獲得できる。 
〔例：初級、中級、上級の 3 クラスにわかれている場合は中級の優勝者のみ権利獲得。初心、初級、上級の 3 クラスに

わかれている場合は初級の優勝者のみ権利獲得。※上級の権利獲得規定は上記のとおりです〕 

リアルチャンピオンシップ出場権を獲得した選手は他の予選大会に出れないというものではありません。 
仮に入賞〔権利獲得〕した選手が、すでに別の大会で出場権を取っていた場合、その選手が入賞する一つ前の試合で戦

った選手が繰り上がりで出場権を獲得できます。 

但し繰り上がりの選手もすでに出場権を取っていた場合はそれまでとし、繰り上げの繰り上げは行いません 

※権利を獲得しても本大会に出場するしないは団体や個人の意思にお任せします。 

https://karateagcl.wixsite.com/karate-agcl
https://karaterealchampionships.com/
https://karaterealchampionships.com/


延長 再延長 上段膝蹴り
片手掴
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み引掛け

上段へ
の蹴りポ
イント

片手押し 両手押し

２分 ２分

１分

1分

１分 １分

※（全クラス）最終延長戦の場合マストシステムでどちらか勝者となる。
※（ジュニアのみ）上段への蹴り技が、相手のノーガードの箇所に、的確にクリーンヒット場合、ダメージの有無を審判が判断して技ありが
　　与えられる。また、中段、下段に関しては、的確にヒットし、ダメージの有無を審判が判断して技ありが与えられる。
　　（ダメージが強い場合は一本を取る場合ある。ガードしていてもダメージが強い場合、技ありまたは一本とする。）
※（ジュニアのみ）フェイスシールドにかするくらいの蹴りは技ありではない。
※（ジュニアのみ）中段（上段）前蹴りにより背中から転倒した場合も技ありとする。（ガードしていても）
※（ジュニアのみ）初心クラスでボディの攻撃によるダメージを見極めて、早々に技ありを宣告する。
※（ジュニアのみ）試合途中嘔吐した場合は続行不可能として負けとする。
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則とな
る。

１分半

１分半
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則とな
る。

無し。反
則となる

２分

◆全真会館大会ルール表　◆2022年3月改訂版　

本選

幼年～中学生
（ベスト４より）
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瞬片手
の押しか
らの攻撃
は認める

マスターズ

２分

幼年～中学生

→

一般クラス

組手試合の勝者は、一本勝ち、判定勝ち、相手の反則ないし失格による勝ちにより決定する。反則箇所を除いた部分に、

突きや蹴りを、相手の防御されていないところを狙って、いかに的確に攻撃を決めるかを最優先にして優劣を競うフルコ

ンタクトカラテルールを採用する。※ジュニアクラスはリアルチャンピオンシップルールに準ずる。

（１）一本勝ち

相手がダウンしたり、一時的にでも戦意を喪失した場合。

（２）技有り

一瞬のダウンの場合。また的確にか相応の打撃が入って相手の動きがダメージにより一瞬とまった場合。

（３）ＴＫＯ（テクニカル・ノックアウト）選手は、以下の場合にＴＫＯ（テクニカル・ノックアウト）となる。

（ａ）選手の一方が著しく優勢な場合は、主審の判断により、試合終了を待たずに勝者を

決定することができる。（レフェリーストップ）

（ｂ）選手が負傷や大きなダメージにより大会医師が試合続行不可能と判断した場合。（ドクターストップ）

（４）判定勝ち

試合時間内に一本勝ちやＴＫＯ、失格で勝敗が決まらなかった場合は審判団の判定により勝敗を決する。

どちらかの選手が、審判団数の過半数以上の賛同を得た場合に勝利となる。それ以外は引き分けとする。

●選手または所属する団体の責任者はならびにその関係者、保護者は審判員の宣告に対して不服・異議を申し立てる
事はできない。

●本大会規定に定められていない問題が生じた場合、大会役員、審判長、審判員、及び試合審議役の合議によって

これを処理するものとする。



●反則に関する注意事項

反則には注意１が与えられ、注意2で減点となる。

さらに反則をした場合、注意１、さらに反則した場合は注意2、減点。あわせて減点2となり失格となる。（反則はすべての反則行為合算とする）

※反則の種類や度合い、悪質であると判断された場合には、注意を通り越して減点、もしくは失格となる場合もある。

●反則

◎危険行為（基本的な反則の取り方をするが、審判員が悪質な反則とみなした場合、一発で減点を取る可能性もある。）

①蹴り以外（一般男子上級クラス以外の上段への膝蹴りは反則）の顔面及び喉への殴打。

（手、肘、腕、による首から上への攻撃。首への攻撃は反則となる。有効技以外による殴打。）故意であるなしに関わらず、厳しく注意をとる。

②頭突きによる攻撃。

③男子選手の金的への攻撃。及び、女子選手の下腹部への攻撃。

但し、男子の出場選手には金的ファールカップ、女子の出場選手にはアンダーガード・女子用ファールカップの着用を義務付ける。

女子選手の下腹部とは、帯から下（ヘソから下）から足の付け根の辺りまでの鼠蹊部（ソケイブ）の事をいう。

カップやアンダーガード着用の上で金的や下腹部への攻撃を受けた場合、反則した選手に注意が与えられ、ダメージのある選手には、休憩時間を与える措置をとる。

カップやアンダーガードの着用義務を怠り、金的や下腹部への攻撃を受けた場合は、反則した選手に注意が与えられるが、ダメージが大きくて試合を続行出来ない

時は、自己の不注意による試合続行不可能として相手選手の勝ち扱いとなる場合もある。

④一般男子上級クラス以外での上段への膝蹴り。

⑤倒れた相手へ直接打撃を加えたとき。

⑥関節部分に関節技、あるいは首への締め技をかけること。

⑦背後からの攻撃

相手選手が完全に無防備に後を向いてしまった場合に攻撃してはいけないが、自ら後を向いてしまった選手には戦意放棄と見なし「場外」と同じ扱いの注意が

与えられる。

⑧試合終了、あるいは主審の止めのコール後や相手が場外に出たのに攻撃すること。

但し、プロテクターが外れたり、あるいは場外になるときに、気を抜いて相手の攻撃によりダメージを受けた場合は、審判の判断により、技有り、又は一本になる

場合もあるので絶対に気を抜かないこと。試合中に気を抜いた選手には、戦意放棄と見なした警告が与えられる。

⑨全クラスでの大腿部（太もも）または、ふくらはぎに中足、足刀、足裏による正面・外側面への攻撃、または内側への攻撃

⑩全クラスでの膝関節に中足、足刀、足裏、かかとによる正面・外側面への攻撃、または内側への攻撃

◎掴み等に関わる反則について※ジュニアクラスは掴み・ひっかけはすべて反則となる。

①両手による掴み。

一般・マスターズ掴みありルールにおいて、片手による掴みは、攻撃のための瞬間的なものを認めるが、それ以外は反則とする。両手による掴みは首相撲も含む。

掴みについては、片手で技を出す為の手段としてのみ行うものを認める。一秒を超える掴みは、反則とする。一瞬の掴みにおいて掴む部位は、帯より上の上半身

部分において認める。但し、道衣の背中部分に対する掴みは反則とする。

引っ掛けに関しては、全て開手のみで行う事とする。一瞬の引っ掛けに関しては、手刀、背刀、背手、掌手の部分（手首の折れ曲る部分から先の部分）で一瞬のみ認

める。手の平部分での頭部に対しての打ち込み、押さえ込み、引っ張り込みについては反則とする。但し、一瞬の技を出す為の引っ掛けは有効である。手首（折れ曲

がる部分）から肘の間で瞬時でも、引っ掛けると抱え込みとなり反則となる。

②両手で相手を掴んで投げること。

但し、片手で袖口を掴んで足払いをかけて倒して決めた上、残心を取った場合や崩して突き・蹴りを入れた場合は判定材料で有効となる。

（瞬間的に技を掛けないと掴みの反則となる）

③掌底で相手を押す行為。相手の腕を押さえる行為や、拳で相手を押さえる行為もこれに含む ※ただし一瞬の片手押しからの攻撃は認めるものとする。

④胸を付ける行為は反則とする。

⑤頭を付けての打合いは反則とする。悪質な場合は即、減点とする。

◎その他の違反行為に関わる反則

①故意に場外に逃げること。（場外注意）

②技の掛け逃げは、反則として注意をとる。

自分が技を掛けた後、倒れ込んでしまう様な技（回転胴回し蹴り等）は相手選手が反撃できない為、倒れ込んだ時に受けを行い、決めを入れる事により技有りには

ならないが判定材料で有効と成る。但し、相手の攻撃が効いた時など、苦し紛れや休む為に出した場合「掛け逃げ」と判断する。

技の掛け逃げに関しては、注意２で減点１とするが、故意であると主審が判断した場合や悪質な場合は、ただちに減点になる場合もある。

③過度な反則のアピールは、度が過ぎると注意、減点の対象となる。

選手は武道である空手の大会に出場しており、勝つためだけに相手選手の微少な反則（軽く手が顔に触れただけや、軽い金的攻撃で大げさに痛がる等）を過剰に

反則を審判にアピールする行為は非常に見苦しく、空手道精神に反する。もちろん反則行為を容認するものないが、節度のある対応を希望する。
④審判員の指示に従わなかったり、選手として相応しくない態度、及び言動をとること。
⑤相手選手を中傷するような掛け声や、野次などをとばした場合、選手に注意や減点が与えられることがある。
⑥以上の他、審判員が特に反則と見なしたとき。

●失格
① 試合中、審判員の指示に従わない時。
② 出場時刻に遅れたり、出場しない時。
③ 見合ったままの状態で３０秒以上経過した時。 この場合は戦意なしとして、双方失格となる。
④ 粗暴な振る舞い、悪質な試合態度とみなされた時。
⑤ 減点を２回重ねた時。（ただし、減点１を取られた場合の後の、悪質で危険な反則行為は即減点２となり失格となる場合もある。）
⑥ 反則攻撃により、相手選手が負傷して試合続行不可能になった場合。

●ドクターストップについて
選手の一方が著しく優勢の場合や主審が必要であると判断した場合には、試合終了を待たずして試合をストップして裁く事がある。
選手が負傷のため、試合を続行することができない場合には、次の項目によって勝敗を決定する。
①負傷の原因が相手の反則による場合は、故意・偶発性にかかわらず反則者の負けとする。

（負傷者が出た場合、試合を継続させるかどうかは大会医師の判断で、試合の勝敗に関する事は、審判長・審判員・監査役が協議の上、決定する。）
②負傷の原因が負傷者自身の不注意による場合は、負傷をした方の負けとする。
（負傷者が出た場合、試合を継続させるかどうかは大会医師の判断で、試合の勝敗に関する事は、審判長・審判員・監査役が協議の上、決定する。）

※膠着状態、或いは場外際等できわどい状況で、主審が“止め”または“場外”などのコールを宣告して、ブレイクに入る状態を待たずにガードを下げ戦闘状態を
解いてしまった場合、その瞬間に攻撃を受けて負傷しても、②が適用されるので、競技者は注意すること。

●Ｔシャツ・装飾品・テーピングについて
①選手は身体に下着（シャツやＴシャツの着用は女子のみ認めるものとする。男子は不可とする）、空手着、各クラスで認められた装着義務のあるプロテクター
（中学クラスのインナーチェストも含む）、サポーターやグローブ類以外の物を付けてはならない。男子は体の傷等を隠すための、Ｔシャツ等の着用は主催者の
了解した選手のみ認める。
②大会ドクターが認めたテーピング等は、この限りではない。アクセサリー・指輪等は必ず外さなければ試合を行う事はできないものとする。

●全クラス体重別クラスでの測定規定について
規定の体重よりオーバーしている場合は、1ｋｇ未満減点１となる。1kｇ以上オーバーは失格。



●各自用意 ○主催者用意 △任意着用 ×着用無し

拳 ヒザ スネ インナーチェスト スポーツブラ・パット Tシャツ ファールカップ アンダーガード ヘッドガード マウスガード 飛沫防止フェイスシールド 飛沫防止マスク

一般男子上級 × ●（布製） × × × × ● × × △ × ●

一般男子中級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） × × × ● × × △ × ●

一般男子初中級・初級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） × × × ● × △（主催者用意） △ × ●

マスターズ男子中級・上級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） × × × ● × △（主催者用意） △ × ●

マスターズ男子初級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） × × × ● × △（主催者用意） △ × ●

一般女子上級 × ●（布製） × ● × △ × ●

一般女子中級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） ● × △ × ●

一般女子初中級初級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） ● △（主催者用意） △ × ●

マスターズ女子中級・上級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） ● △（主催者用意） △ × ●

マスターズ女子初級 ●（グローブ） ●（布製） ●（布製） ● △（主催者用意） △ × ●

中学生男子 ●（拳サポーター） △ ●（布製） ●（規定） × × ● × ●（規定） △

中学生女子 ●（拳サポーター） △ ●（布製） ●（規定） × ● ●（規定） △

小学生男子 ●（拳サポーター） △ ●（布製） ●（規定） × × ● × ●（規定） △

小学生女子 ●（拳サポーター） △ ●（布製） ●（規定） × ● ●（規定） △

幼年（男女） ●（拳サポーター） △ ●（布製） ●（規定） × ※女子のみ着用 △ △ ●（規定） △

※一般・マスターズのクラスはマスク着用で試合行います。（故意にマスクをずらしたり、外したりした場合は注意を宣告する場合あり）

●拳（中学生までは布製拳サポーター・高校生以上は指が出るパンチンググローブ。※ＭＭＡ用のグローブは不可） ●男子ファールカップは下記タイプで、各自用意し必ず道衣の下に着用してください。また消耗しすぎている防具の使用は不可とします。

※拳頭部へのバンテージ・テーピングは禁止となります。 ●女子クラスの選手はアンダーガードまたは女子用ファールカップを任意着用となります。 ※小学3年生女子まではアンダーガードまたは女子用ファールカップを任意着用となります。

●すねパット・ひざパットは、すね及び足甲部、ひざのそれぞれをカバーするものであれば各自用意したもので可とします。（硬質ゴムやプラスティック等の硬質の物の使用は禁止です。） ●中学生までの男女は指定のインナーチェスト（イサミ製l-8303・マーシャルワールド製CP11・リアルチャンピオンシップ公認チェストプロテクター着用となります。（各自用意）

※今大会新型コロナ感染予防のため、普段使用している上記メーカー以外のインナーチェストの着用を認めます。

●高校生以上の女子選手はインナーチェストまたはスポーツブラ任意装着です。

※硬質性のスポーツブラまたはインナーチェストは使用できません。

●中学生までのヘッドガードは下記規定のヘッドガード（イサミSS45・イサミTT45・イサミ CKW-35・リアルチャンピオンシップオリジナルヘッドガード）を使用

※今大会はジュニアクラスはマスクまたは飛沫防止フェイスシールド着用で試合行います。
※下記画像のフェイスシールドはイサミ製SS45・TT45またはリアルチャンピオンシップヘッドガード専用です。

※こちらリアルチャンピオンシップ指定新型
も使用OKです。

※今大会は新型コロナウィルス感染予防のため、普段稽古で使用しているヘッドガードを持参してもらっても大丈夫です。なお下記のような面有ヘッドガードの面は外してください。面を外してマスク着用であればOKです。
　

※こちらタイプのヘッドガードも使用OKです。

●（どちらか使用）

△（どちらか任意着用）

△（どちらか任意着用）

△（どちらか任意着用）

●（女子用どちらか使用）

●（どちらか使用）

●（どちらか使用）

△（どちらか任意着用）

●（女子用どちらか使用）

●（女子用どちらか使用）

◆全真会館大会防具規定表◆2021年12月改訂版

※新型コロナ感染予防につき、若干規定の変更があります。

●（女子用どちらか使用）

●（女子用どちらか使用）

●（女子用どちらか使用）

●（女子用どちらか使用）

△（どちらか任意着用）

●（どちらか使用）

●（どちらか使用）



大会実行委員長 殿 令和　　年　　月　　日
私議、下記の通り相違なく、また大会のルールに従い正々堂々競技する事をここに誓います。又、本大会中における
負傷、事故につきましては主催者側にその責任の一切を問いません。

保護者氏名 印

※参加人数により、クラス統合、廃止、ウエイト制へと変更する場合がありますのでご了承下さい。

※全クラス体重別クラスは測定の際、規定の体重よりオーバーしている場合、1kg未満は減点1。1kg以上のオーバーは失格とする。

▼ 出場クラスの□にチェックを入れてください（初心クラスは緑帯２級まで。初中級・選抜クラスは黒帯まで出場可。） 

［ 参加申込用紙 ］

▼ 中学2・3年 男子

▼ 中学1年 男子

▼ 中学2・3年 女子

▼ 中学1年 女子 　

▢ 幼年 男子

▢ 小学1年 男子

▢ 小学2年 男子

▢ 小学3年 男子

▢ 小学4年 男子

▢ 小学5年 男子

▢ 小学6年 男子

初中級クラス 選抜クラス

選抜クラス 中学生

▢ 小学1年 女子

▢ 幼年 女子

▢ 小学2年 女子

▢ 小学3年 女子

▢ 小学4年 女子

▢ 小学5年 女子

▢ 小学6年 女子

▼ 中学2・3年 女子

▼ 中学1年 女子 　
▢ 45kg未満　▢ 45kg以上▢ 45kg未満　▢ 45kg以上▢ 45kg未満　▢ 45kg以上

▢ 50kg未満　▢ 50kg以上▢ 50kg未満　▢ 50kg以上▢ 50kg未満　▢ 50kg以上

▢ 幼年(男女混合)

▢ 小学1年 男子

▢ 小学2年 男子

▼ 小学3年 男子

▼ 小学4年 男子

▼ 小学5年 男子

▼ 小学6年 男子

▢ 30kg未満　▢ 30kg以上

▢ 32kg未満　▢ 32kg以上

▢ 37kg未満　▢ 37kg以上

▢ 40kg未満　▢ 40kg以上

▢ 小学1年 女子

▢ 小学2年 女子

▢ 小学3年 女子

▼ 小学4年 女子

▼ 小学5年 女子

▼ 小学6年 女子

▢ 32kg未満　▢ 32kg以上

▢ 35kg未満　▢ 35kg以上

▢ 40kg未満　▢ 40kg以上

▼ 中学2・3年 男子

▼ 中学1年 男子
▢ 47kg未満   ▢ 47kg以上▢ 47kg未満   ▢ 47kg以上▢ 47kg未満   ▢ 47kg以上

▢ 53kg未満　▢ 53kg以上▢ 53kg未満　▢ 53kg以上▢ 53kg未満　▢ 53kg以上

初心クラス

　初中級クラス 中学生

▼ 中学2・3年 男子

▼ 中学1年 男子

▼ 中学2・3年 女子

▼ 中学1年 女子 　

▢ 年少年中(男女混合) ▢ 年長(男女混合)

▢ 小学1年 男子

▢ 小学2年 男子

▢ 小学3年 男子

▢ 小学4年 男子

▢ 小学5年 男子

▢ 小学6年 男子

▢ 小学1年 女子

▢ 小学2年 女子

▢ 小学3年 女子

▢ 小学4年 女子

▢ 小学5年 女子

▢ 小学6年 女子

初心クラス 中学生

＊リアルチャンピオンシップ決勝大会出場権利対象外クラス
＊初出場または決勝大会のある初心クラスで、優勝経験の無
　い選手優勝している選手は初中級クラス以上へエントリー
　して下さい。※実力がある場合は上のクラス出場してください。

＊リアルチャンピオンシップ決勝大会出場権利獲得経験のあ
　る選手は不可。その他中級相当クラスで、入賞経験のある
　選手は選抜クラスへエントリーして下さい。

＊1クラスのエントリーが12名以上の場合    → ベスト4まで出場権利獲得
＊1クラスのエントリーが4名～11名の場合 → 準優勝まで出場権利獲得
＊1クラスのエントリーが3名以下の場合　 → 優勝者のみ出場権利獲得

選抜クラスリアルチャンピオンシップ決勝大会の出場権利獲得条件＊優勝者のみリアルチャンピオンシップ決勝大会出場権利獲得

身長 体重
ｃｍ kg

入 賞 歴

流 　 派
所 在 地

所属
代表者名

所属
TEL

所 　 属
流 　 派 支部名まで記載下さい。

住 　 所 TEL

ふりがな

氏 　 名
生年月日 Ｈ　　　年　　　月　　　日　満　　才

幼年・小学・中学　　　　年生　男 ・ 女学年/性別

所属する支部の住所を記載下さい。

修業年数 年　　　　　ヶ月 (※移籍等が有る場合はトータル）　　　級・段 帯色⇒

  

 

全真カップ 全関西空手道選手権大会 2022
リアルチャンピオンシップ選抜 

ジュニア用

[ 令和 5年 1月 15 日開催 /  第 8 回リアルチャンピオンシップ決勝大会権利大会 ] 

開催日 会  場令和4年6月26日（日） 大阪市中央体育館(丸善インテックアリーナ大阪）



▼ 35歳～39歳

□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

▼ 40歳～49歳

□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

▼ 50歳～59歳
□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

▼ 60歳以上
□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

▼ 35歳～39歳

□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

▼ 40歳～49歳

□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

▼ 50歳～59歳
□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

▼ 60歳以上
□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

大会実行委員長 殿 令和　　年　　月　　日
私議、下記の通り相違なく、また大会のルールに従い正々堂々競技する事をここに誓います。又、本大会中における
負傷、事故につきましては主催者側にその責任の一切を問いません。

氏名
※未成年の方は保護者氏名を記載ください。

印

［ 参加申込用紙 ］

□A:全真GK（掴みありカラテ）　　□B:全真FK（フルコンタクトカラテ）
マスターズの部 初級クラス

２級までで、大会実績がなく、大会経験も少ない ２級までの道場生対象 ２級以上の道場生対象
※道場長の許可があれば下の階級でも出場可

1級以上が対象
※道場長の許可があれば下の階級でも出場可

▼ 35歳～39歳

□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

▼ 40歳～49歳

□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

▼ 50歳～59歳
□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

▼ 60歳以上
□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

マスターズの部 中級クラス マスターズの部 上級クラス

一般の部 初級クラス (高校生以上) 一般の部 中級クラス (高校生以上) 一般の部 上級クラス (高校生以上)

身長 体重
ｃｍ kg

入 賞 歴

流 　 派
所 在 地

所属
代表者名

所属
TEL

所 　 属
流 　 派 支部名まで記載下さい。

住 　 所 TEL

ふりがな

氏 　 名 生年月日 　　　年　　　月　　　日　満　　才

所属する支部の住所を記載下さい。

修業年数 年　　　　　ヶ月 (※移籍等が有る場合はトータル）　　　級・段 帯色⇒

  

 

全真カップ 全関西空手道選手権大会 2022

□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

□ 女子 55kg以下
□ 女子 55kg超
□ 男子 75kg以下
□ 男子 75kg超

２級まで対象3級までで、高校生以上の年齢から
入門し、大会実績がなく、大会経験も少ない

一般・マスターズ用

※全クラス体重別クラスは測定の際、規定の体重よりオーバーしている場合、1kg未満は減点1。1kg以上のオーバーは失格とする。

◆ 出場するルールのAorBの□と、出場クラスの□にチェックを入れてください。　　　　　　　　　　　　 ◆ダブルルールエントリー可能

参加人数により、クラス統合、廃止、ウエイト制へと変更する場合がありますのでご了承下さい。

開催日 会  場令和4年6月26日（日） 大阪市中央体育館(丸善インテックアリーナ大阪）


	出場権利獲得の基準について

